
排出抑制（ごみとなるものを減らす） 

 

○シャンプー等は詰め替えタイプを選ぶ 

○生ごみを排出する時は水を切って、重さと量

を減らす 

○ティッシュペーパー等をふきんの代わりに使

わない 

再利用（繰り返し使う） 

 

○使い捨て容器ではなく、何度も使える容器を

選ぶ 

○フリーマーケットやリサイクルショップ等を

利用する 

○ものをすぐ捨てずに、修理して繰り返し使う 

○必要としている人に譲る。 

 

                         

 

 
－ごみ減量・リサイクルの輪を広げよう！！－ 
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ごみを減らすためには、皆様のごみを減らす意識が最も大切です。 

生活を振り返ってみた時に、必要以上にものを買ったり、まだ使えそうなものを捨てたりしていませんか。

ごみを減らす「４R」を心がけて、環境にやさしい、無駄のない暮らしを目指しましょう。 

ごみを減らす４R の取組みを実践しましょう！！ 
 

発生回避（ごみとなるものの受け取りを断る） 

 

○買い物では必要以上に買わない 

○買い物にはマイバックを持参する 

○必要のないダイレクトメール等は、 

受け取りを拒否する 

再資源化（資源として利用する） 

 

○新聞・雑誌・段ボール等の紙類、また古着・古布

を地域の集団回収に引き渡す 

〇使用済の植物性油は専用の回収BOXに入れる 

〇庭木を剪定した枝や葉は園芸用チップにするため 

 植木剪定くずの日に排出する 

 

リフューズ（Refuse） リデュース（Reduce） 

リサイクル（Recycle） リユース（Reuse） 



令和 2年 11月 25日、環境課の職員がふたば園に出向き、 

環境学習を行いました。 

最初に３歳から５歳の園児の皆さんに、クイズを盛り込みなが 

らコント形式でごみの分別のお話をさせていただきました。 

 

                
元気にクイズに答えたり、 

コントに大笑いしたり、 

とても楽しそうに聞いてくれ

ました！ 

ごみの話の後は、園庭でプレス式パッカー車の見学です。 

小さいクラスの園児さんも一緒に、みんなでパッカー車にごみが 

入っていく様子や出る様子、ダンボール箱やブリキの箱を潰すとこ

ろを見てもらいました。実際にダンボール箱をパッカー車に入れる

体験もしてもらいましたよ！ 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふたば園で環境学習を行いました！ 

水の入ったペットボトルをパッカー車に入れて潰すと水が吹き上が

り、その様子に子どもたちからは大きな歓声が上がりました。 

環境学習では初めて✨とよのん号も登場し、今回使用したパッカー車

と共に子どもたちと一緒に記念撮影をしました。 

 

今回の環境学習が子どもたちにとって有意義な時間となり、ごみの分

別やリサイクルについて考え、お家の方と一緒に実行してもらえるよ

うなきっかけとなったら幸いです。 



 

 

計画開始から 3年半が経過しましたので、令和２年度上半期の検証として下記のとおり報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症対策のためのご家庭でのごみの捨て方 

新型コロナウイルスなどの感染症対策のため、ご家庭からごみを出すときは、次の項目について 

ご協力ください。 
 

【１】 ごみ袋はしっかり縛って封をしましょう！ 

【２】 ごみ袋の空気を抜いて出しましょう！ 

【３】 生ごみは水切りをしましょう！ 

【４】 普段からごみの減量を心がけましょう！ 

【５】 豊能町の分別・収集ルールを確認しましょう！ 

【６】 マスクやティッシュ等をごみとして捨てる時は、ごみに直接触れる 

ことのないよう、しっかり縛って出しましょう！ 

【７】 ごみを捨てたあとはしっかり手を洗いましょう！ 

 

以上の点に気を付けてごみを出していただくことが、ご家族にとっても、ごみを収集・処理する 
作業員にとっても、ごみの円滑・安全な収集・処理を行う上で大切な行動です。 
皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

減量と資源化の目標＜２つの目標＞ 

平成２９年度（２０１７年度）を計画の初年度とし、１５年後の令和１３年度（２０３１年度）を目標年度とする 

１．減量目標・・・１人１日当たりのごみ排出量（家庭+事業）を７５０ グラム以下に減量する 

２．資源化目標・・生活系ごみ（家庭系ごみと集団回収、店頭回収）の５０ ％以上の資源化をめざす 

上記２つの表を見てみると、いずれも目標値には届いていない状況です。 

〈過去 2年のごみ量及び資源化率の比較〉（参考） 

H３０年度    ごみ量        ７ ８ ５ ｇ 

ごみの資源化率  ３１．６％ 

R01年度    ごみ量        ７ ９ ８ ｇ 

ごみの資源化率  ３０．６％ 

令和２年度上半期のごみ量及び資源化率は、新型コロナウイルスの影響

や集団回収の古布類等の排出抑制が考えられます。  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

     

生活系 

ごみの内訳 

 

①減量目標 

令和２年度のごみ量 （４月～９月） 

ごみ排出量（家庭+事業） ２,８３０ トン 

９月末人口 １９,１３０ 人 

日数 １８３ 日 

令和２年度目標（A） ７７０ グラム 

１人１日当たりごみ排出量（B） ８０８ グラム 

（B）－（A） ３８ グラム 

目標達成結果 × 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 資源化目標 

令和２年度の資源化率 （４月～９月） 

生活系ごみ量（家庭+集団回収+店頭回収） ２,７５０ トン 

資源化量 ７８８ トン 

令和２年度目標（A） ３８．８ ％ 

資源化率（B） ２８．６ ％ 

（B）－（A）  －１０．２ ％ 

目標達成結果 × 

  
資源化量 

７８８ トン 

２８．６ ％ 

 

集団回収量 

２９８ トン 

１０．８％ 

 
家庭系ごみの

うちの 

資源ごみ量 

４７６トン 

１７．３ ％ 

店頭回収量 

１４トン 

０．５％ 

 

資源以外の

ごみ量 

１.９６２トン 

７１．３ ％ 

 

令和２年度（令和２年４月～令和２年９月の半年間）のごみ量をもとに算出してみると、下記の通りとなりました。 

 

 

 

 

町ぐるみで、ごみを減らすためのスローガン 

ごみ減量 みんなが さらなる ひとしぼり 


